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4　要　　　　　約

日）屈折計示度15喀以上で，しかも翌年の充実した

花芽を維持するためにはml18unの　50弱を樹冠内部

に入れることが必要である。このための園地利用率は

70～80藤にとどめることが望ましい。

（2）青実，小玉の発生を軽減させるには遅くとも落

花後50日まで摘果を終了する必要がある。

刷・着果量は5頂芽1具を基準に，樹勢の強い樹，

上枝には多めに，反対に樹勢の弱い樹，日照の不十分

な枝には少なめに調節する。

（4）良品質の果実生産には適正な樹勢を維持するこ

とが重要で，樹冠下部の頂端新し上う長は20～40（刊の

範囲にとどめ，7月上旬ころまで停止するような生育

用をつくる。

リンゴのスプリンクラー防除に関する研究

第2報　高圧スプリンクラーによる秦野lの付着

工藤仁郎＊・岡本道夫＊・三上敏貢㌔・三滴淳平本

1　ま　え　が　き

リソゴ園における年間の防除回数はきわめて多く，

多大の労力と経費を要している。これらの軽減と，さ

らに農薬散布の安全のために，スプリソクラー方式を

検討した。第1報では，中間圧スプリンクラー利用に

よる薬剤の付着と病害虫の防除について報告した。

本報では高圧三スプリ　ンクラー利用による結果が一部

まとまったので報告する。

2　試　験　方　法

‖）場内20aに設置された散布圧15～20毎／td　の高

圧スプリンクラー方式の装直を利用して，C式（2ノ

ズル回転方式）とM式（樹冠下散布とライザー併用方

式）の2機種について，薬液飛散到達拒離及び防除に

有効な飛距腱を調査した。付着調査は，ライザーから

1mおきに12mまで高さ4mのポールを樹列間の裸地

に設置し，ポールに高さロ．5mごとに付着調査点を設け

て行った。付着調査は印画紙法により行い，農業機械

化研究所の88立木鑑定試験用付着度表により0～10

まで11段階に類別した。

ライザーの高さは，C式が2．0，2．5，5．Dm，M式は

2．5mと下散布用の噴孔間隔を50mとし地上高50cm

として行った。

散布圧はそれぞれ15毎／最で行い，C式（40g／皿）

は2分間，㍍式（上10ヱ／皿，下17ヱ／皿）は5分22秒

間散水した。

（2）半わい性台使用の10年生（樹高5．0～5．5m，樹

幅5～4m）スターキング，ゴールデソ栽柏園（5～

5．5mX d～7m植え）の　各10aを高圧スプリンクラ

ー防除区とし，ふじを加えた2Daを慣行S S防除区と

して第1表に従って周年防除を試みた。

高圧スプリン′クラー区は，C式が散布圧15吻／禄で，

スプリンクラー配置10×8mで12本，M式は散布圧15吻／b！

で配置15×147花の8本と下散布用ノズルを各樹列に配

置して行った。

ライザ一高は5m前後として行った。調査はハダニ類

の発生数と収穫果を等級別に選果して果実品質をみた。

（3）防除に適正なライザー本数をみるために樹冠内

の薬液付着を調査した。調査はC式を用い，距離別（2

～8m），ライザ一高別（1～5m），ノズル角度別

（水平，103200）に樹高別（樹高5．5，2．5m，樹幅4，

2耽）に調査点を樹冠内に設け，印画紙法で葉表，薬

裏への防除に有効と思われる付着とライザーの位置関

係を検討した。

＊Nir KUD5，Michio OxAMOTO，ToBhihiro MⅨ甜工，Junpei M工URA（青森県りんご試験場）
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第1図　C式及びM式の付着度5以上の飛跡

第1表　高圧スプリンクラー区の薬剤散布経過
（昭50・青森りんご試）

回　 数 月　 日 散　 布 時　 期 使　　 用　　 薬　　 剤

1 ～ 7 発 芽前～ 落花 2 0 日後 ま で S S に よ る慣 行 散布

8 8． 1 9 落花 5 0 日後 キ ノ ン ド一， ク レフノ ン

9 6． 5 0 6　月 下 旬 キ ノ ン ド一， ク レフ ノ ソ， サ イ 7 ノ　ッ クス， エイ カ ロール

1 0 ス　 1 0 7　月 上 旬 キ ノ ン ド－， サ リチオ ソ

1 1 7　 1 8 7 月 中 旬 キ ノ ン　ト「　 サ イ 7 ノ　ックス

1 2 エ　 2 9 7　月　下 旬 キ ノ ン ド一， ス プ ラサ イ ド， 硫 酸 ニ コチ ン， 生 石 灰

1 5 8 ．　 9 8 月 上 旬 キ ノ ン ド一， サ リチオ ソ， プ リ ク トラ ソ

1 4 8． 1 8 8 月 中 旬 キ ノ ン ド－， サ リチ オ ソ

1 5 8 ． 1 9 特 別 散 布 ・ア カー ル単 用 ・S S に よ る補助 散 布

1 d 8 ． 2 5 1 8 月 下 旬
i ・キ ノ バ 一 ・ダイ ア ジ ノ ソ ・プ リ ク トラ ソを S S で補 助 散布

注．スプリソグラーによる散布量は800ヱ／10a　散布圧15毎／元
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第2表　ハダニ類発生調査（8月19日調）

品　　 種 一 葉 当 り頭 数

M　 式
ゴ ー ル　 デ　 ン 2 8．5

ス タ ー キ ン グ 2 1．7

C　 式
ゴ ー　 ル　 デ　 ソ 又2

ス タ ー キ ン グ 2占．2

S　　 S ふ　　　　　　 じ 5．1

注．1樹当り25菓平均（高さ1．5～1．5mの

東西南北・中央の5か所の新し上う5本

の中位葉）

第5表　果実品質の等級別割合（劾
（青森県選果基準による）

品　 種 き 秀 i 優 良 ！ 並 一調 査 果 数

M 式
ゴー ル デ ン 5 8 ．0 1 5 見 る 15 ．9 8 ．5 t 1 8 8

ス ター キ ン グ 5 2 ．2 2 7 5 8 ．2 1 2 ．5 乙 9 8 7

C 式
ゴー ル デ ン 5 7 8 5 8 ．8 1 ス5 6 ．5 2 ．8 6 5

ス ター キ ／ グ 5 0．6 5 5 ．9 10 ．1 5 ．4 1．5 4 2

S　S

ゴ ー ル デ ン 5 9 5 4 5 ．4 1 2 ．7 2 ．4 1 4 7 4

ス ター キ ン グ 5 8 ．5 5 0 ．8 8 ．1 2 ．‘ 1 列〕9
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ライザーからの距離（m）

第2回　ライザ一高，ノズル角度と樹冠内付着

（C式15毎／詞）

5　試験結果及び考察

（‖　C式の場合での印画紙表側の付着をみると，ラ

イザ一高2．0mで付着が確認できる散水高は5．5m，飛距

離10～12mで，有効範囲は高さ2．57花，飛距離8～用

肌であった。ライザ一高2．5仇では散水高4m，飛距離11

取で，有効付着範囲は高さ5．0m，飛距離8mであっ

た。ライザ一高5．0mでは，散水高4m以上，飛距離9

～11mで，有効付着範囲は高さ5．5m，飛距離87花であ

った。

印画紙裏面についての付着をライザ一高2．5mにつ

いてみると，付着の確認できる範囲は高さ17花から5．5

肌，飛距離はd～8mまでであるが，有効付着は高さ

2．5mから5．0m，飛距離は5～dmまでの範囲であっ

た（第1図，上）。

M式の場合，ライザ一高2．5mの散水範四は高さ5．5

硯，飛距離12・07几であるが有効範臣＝ま高さ5．07托，飛距

鰻87花であった。下散布用ノズルのみで付着確認でき

る高さは4・Omで，印画紙の表裏とも有効付着を示す高

さは1．0mから5．0mの範囲であった。

上・下を同時散布した場合の散水範囲は高さ4肌，

飛距離12m以上で，印画紙の表裏とも有効な付着範囲

は，高さ1・0～5．Dm，飛距艇10．0m以上であった（第

1図，下）。

（21第1表のとおり，スプリソクラー防除区の散布

回数はS S防除区より1円多い1朗司であった。第8回

から14回までスプリンクラーによる散布を実施したが，

ハダニ類の発生が目立ったので第15回はS Sによう補

助散布を，また続いて第1占回目もS Sによる散布を実

施して，品質低下防止に努めた。ハダニ煩発生数は，

C式，M式のいずれもS S区より多く（第2表），ま

た，果実品質の調査結果も第1報の中間圧スプリンク

ラーによる防除結果ほどではないが若干の品質低下が

みられた（第5表）。

（3）調査結果の中から主なものを図示したのが第2

図である。ライザ一高2．0mの場合は，手前の樹の樹冠

上部を薬液が貫通して次列の樹の一部にも葉嚢への有

効な付着がみられたが，ライザ一高より低い部分の葉

裏への付着はみられなかった。ライザ一高1．0mの場合

は，樹冠中央部を薬液が通るため，次列の樹の菓裏へ

の有効な付着は認めがたく，さらに手前の樹でも樹冠

上部の付着はほとんど見られなかった。ノズル角度を

上向かせた場合は，水平ノズル使用より多くの部分の

菓裏に有効な付着が認められた。

以上の結果に基づき，樹高5m前後，我柏8×5m

の園地においてスプリンクラーのみによる防除が可能

と思われる10a当りライザー本数を試算すると，ライザ

一高2．0－2．5m，配置12×dmの水平ノカレ使用のライ

ザー18本で樹冠上部の防除をねらい，さらに，ライザ

一高を1m以下にしてノズル角度が100以上のヘッドを

10×dm間隔で20本設置し椀冠中央部と下部の葉裏防

除をねらうと，併せて58本のライザーが必要となる。

4　ま　　と　　め

高圧スプリニ／クラーの場合，樹冠内妻表，菓裏とも

に付着を向上させて，B S散布による防除同様の防除
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効果をあげるには，栽植様式，樹高，樹幅にもよるが，

10a当りライザー本数が40本近いものになる。

現状の散布薬剤，散布器材では，病害虫の発生状況

を把捉した適期散布を行い，必要に応じて補助散布を

有効に組み入れた散布体系の検討が必要である。

リンゴ腐らん病に関する研究

第2報　病原菌の分散と分布について

平良木　武＊・中野　武夫＊

1　ま　え　が　き

数年来リンゴ腐らん病は北海道，北東北および長野

県のリン′ゴ主産地に激発し，著しく樹体を損傷，枯死

させるため，リンゴ産業に大きな脅威を与えている。

とくに，昭和51年度は各地とも大発生し，生産者の

不安は一層増大している。

岩手県においても58・5偏の高い発生率を示し，発生

地域も県中北部から県南部へと次第に分布が拡大して

いる現状である。

本報においては，感染に関与する病原菌の分散様式

と，樹体内に潜在する病原菌の分布について若干の知

見を得たのでその結果を報告する。

2　試　験　方　法

1　病原胞子の分散様式について

ll）柄胞子の噴出に及ぼす温度条件

ほぼ同一条件下で発病した腐らん病の新鮮な自然病

斑を採集し，柄子殻のみ単生する子座病斑を実験材料

として供試した。

シャーレ内の水を含ませたろ紙上にU字管を置き，

その上に50d位の大きさに切った供試材料を乗せ，各

温度段階の定温器に入れて5日後および10日後に柄胞

子の噴出状況を調査した。

なお，野外の自然条件下に2点雷出し，同様の調査

をおこなった。

（2）子のう胞子の噴射に及ぼす温度条件

子のう殻を含むり病樹皮を適当の大きさに切り，実

験材料とした。シャーレの底面に石英砂を敷き，その

上にガーゼを乗せたのち，供試材料を置いて適度に給

水し，毛細管現象によって材料が吸水するようにした。

供試材料の表面（子のう殻の先端部）から一定の距離

が保持できるようにした。2喀素寒天を塗布したスラ

イドグラスをシャーレの上ブタに貼布して，噴射され

る子のう胞子をスライドグラスに捕捉するようにし，

検鏡によって温度別の飛散量を給水5時間後に調査し

た。

（3）子のう胞子の噴射距離

前記（2）の試験方法を準用し，子のう胞子の噴射距離

を測定した。

2　木質部における病原菌の水平および垂直分布

について

樹皮病斑直下の木質部を基点に，表層の褐変部およ

び深層（木質内部）の褐変部から常法によって腐らん

病菌の分離をおこない，病原菌潜在の有無を検定した。

5　結果と　考察

病原菌の分散については，柄胞子の場合，多湿条件

下では0℃の低温においても5痴前後の胞子角形成を

示した。しかし，形成量の多くなる温度範囲は，15～

50℃である。

また，野外条件下の寡雨または降雨に全く遭遇しな

い場合での胞子角形成が認められないことから，柄胞

子の噴出および分散にとって，降雨によって柄子殻が

膨潤になることが必須条件と考えられる。

一方，子のう殻は十分に吸水した数時間後，子のう

胞子を殻外に勢いよく噴射させる。

子のう胞子の噴射は0℃，1D℃，15℃，20℃，25℃

の各温度で活発におこなわれるが，素寒天床の揺操で

は15℃以上でもっとも良好であった。子のう胞子はお

＊Take6hi H工RARA叫Takoo N朗0（岩手県園芸試験場）


